
Title マンチエスター・ガアーヂアンの欧洲改造雑誌
Sub Title
Author 堀江, 帰一

Publisher 慶應義塾理財学会
Publication year 1922

Jtitle 三田学会雑誌 (Keio journal of economics). Vol.16, No.11 (1922. 11) ,p.1625(125)- 1626(126) 
JaLC DOI
Abstract
Notes 新刊紹介
Genre Article
URL https://koara.lib.keio.ac.jp/xoonips/modules/xoonips/detail.php?koara_id=AN00234610-19221101-

0125

慶應義塾大学学術情報リポジトリ(KOARA)に掲載されているコンテンツの著作権は、それぞれの著作者、学会または出版社/発行者に帰属し、その権利は著作権法によって
保護されています。引用にあたっては、著作権法を遵守してご利用ください。

The copyrights of content available on the KeiO Associated Repository of Academic resources (KOARA) belong to the respective authors, academic societies, or
publishers/issuers, and these rights are protected by the Japanese Copyright Act. When quoting the content, please follow the Japanese copyright act.

Powered by TCPDF (www.tcpdf.org)

http://www.tcpdf.org


第
十
六
卷
：

(

2
ハ
1
1四)

ぃ
雜
；.
錄
細
濟
學
の
自
然
科
學
的
基
礎

 

節
十

1
號 

一二四

餘
最
又
.は
超
過
量
に
^:
つ
て
決
定
さ
れ
る
^
い
ふ
の
が

M
u
k
e
r
j
e
e

敎
授
の
說
で
ぁ
る
。
，そ
，

> J

で
科
學
の
進
#

V

共
に
各
種
の
柄
態
の
工
ネ
ル
V

I
は
、
相
互
に
變
形

さ
ゎ
る
に
於
て
愈
々
容
易
に
愈
々
散
逸
漏
費
を
少
く
す

.

る
.が
故
、

生
產
過
：程
及
生
產
結
果
は
產
業
の：

全
分
野
を

通
じ
て
エ
ネ
ル
ギー

擧
の
：上
に
立
つ
遊
準
^

な
る
？
乃

ち
.

一

定
の
生
產
物
は
變
形
さ
れ
たH

ネ
ヶ
ギ
ー
の
，一
定

量
を
代
表
す
る
輝
で
ぁ
、る
が
、、
此
エ
ネ
ル
T

の

—
定

(

量
^

は
自
然
蓄
藏
の
內
か
ら
：取
得
真

た
若
く
は
利
^

::
:

し
得
る
や
ぅ
に
さ
れ
た
雨
質
及
エ
ネ
ル
ギ
丨
ど
、::
;
求

む

:

る
變
形
を
行
ふ
に
喪
せ
ら
れ
た
人
間
の
^ ;
働

を

も

含

む

;：：'
一

H

ネ
ル
ギ
ー
の
消
費
量
ど
の
和
で
ぁ
る
。
そ

し

て此
變
.|

形
さ
れ
た
エ
ネ
ル
ギ
ー
ぞ
其
れ
に
結
合
さ
れ
た
エ
ネ
ル
：：

ギ
*
1w

の
.和
が
、
生
産
物
の
含
む
エ
ネ
ル 

'ギ
ー
の
量
^J:

等
し
い
こ
9」

ぬ
、
潜
«-
エ
ネ
ル
ギ
1

;0
運
動H

ネ
ル
ギ
一

.丨

.へ
の
戀
形
及
其
の
反
對
を
#

味
す
る
生
產
の
.凡
ゆ
る

場
合
に
於
て
、カ
學
上
0
.方
程
式
に
依
つ
て
示
さ
れ
る
。
：

併
し
生
產
物
を
H

4
ル
ギ
ー
の
*

を
以
て
評
價
し
得
た.

，だけで：は經濟學の自的は
.
達せられない，。經濟學
 

の主題は價
®

である。
'

:

.
所
が
實
際
、
カ
學
上
の
方
梅
式
は
未
だ
價
値
の
方
程 

式
に
は
な
ら
な
い
。
而
炉
も
楚
れ
等
物
a

學
的
方
猫
式 

の
條
件
中
に
幾
多
の
經
濟
現
象
の
$
礎
を
求
め
得
る
の 

で
あ
：る
-
則
ち
偾
値
の
嫌
に
就
て
も
、
ユ
ネ
ル
ギ
ー
の 

_

同
値
及
代t

：

の
原
迦
は
部
分
的
に
經
濟
愤
値
の
同
値
及 

代
替
現
象
の
根
底
を
な
し
て
居
る
。
即
ち
他
の
事
情
の 

等
い
限
6
财
貨
は
夫
々
の
生
產
に
充
て
ら
れ
れ
ユ
ネ
ル 

ギ
ー
の
量
が
等S

時
代
替
の
原
理
に
支
配
^
:れ
て
同|

:

の
經
濟
價
値
を
有
つ
傾
向
を
取
る
の
で
あ
る
、メ

以
上
は
ま
だ
價
値
ビH

ネ
ル
ギ
ー
ご
の
關
係
に
關
す 

る
.敎
授
の
說
を
盡
し
た
も
の
で
は
な
く
、
又
モ
ネ
ル
ギ 

—

關
係
か
價
値
を
決
定
す
る
唯
一
の
も
の
で
は
な
く
、
 

唯

t

の
も
の
で
な
い
が
故
に
尙
ほ
此
物
理
學
的
硏
究
に 

加
へ
て
生
物
學
的
心
理
學
的
乃
绝
社
會
學
的
硏
究
を
必 

要
ど
し
て
居
る
も
0
で
あ
る
が
、
®
す
る
に
謂
ふ
處
は 

:價
値
論
上
吾
々
の
第
：1.に
據
る
べ
き
®
礎
は
、
正
統
經 

濟

學

派

の

採

る

如

き

愁

望

滿

.足

の

同

値

及

代

替

の

理 

.
論
、.
即
ち
工
ネ

ルギーの
同
値
及
代
替
の
理
論
の
代
用 

•物
で
は
な
く
て
、H

ネ
ル
ギ
ー
關
の
理
論
其
の
も
の 

.
で&
ければなぬとすをのである。

刊

紹

令

の
改
造
雜
認

 ̂Manchester Guardian 

Commercial

ご 

一
 

Reconstsction 

in Europe. 

一

咏
洲
今
H
の
經
濟
社
會
が
疲
弊
：の
ド
ン
底
に
沈
ん
で 

居
る
こ
と
は
、蔽
ふ
可
か
ら
ざ
：る
事
實
で
あ
る
Ir
し
て
一 

K

M
因
は
一
般
に
歐
洲
赃
爭
に
歸
せ
ら
れ
る
が
、
：戰
爭
.一
 

の
識
め
に
端
を
發
し
た
經
濟
的
攪
亂
が
今
日
に
至
る
ま\

 

で
、
而
ほ
存
續
す
る
に
就
て
は
，
關
係
諸
國
民
の
無
知
日
一 

で
あ
り
、
短
it
で
あ
り
、
互
に
偏
見
を
以
つ
て
ヽ
他
に 

對
し
て
居
る
こ
^

の
與
つ
て
力
あ
る
はr

，論
を
俟
た
な| 

い
。
宜
し
く
諸
國
の
國
情
を
明
に
し
て
：、：
自
他
の
理
解| 

を
求
め
れ
上
"
歐
洲
のM

濟
を
復
典
せ
し
め
る
政
策
を
. 

確
立
す
る
こ
S
を
必
要
ち
す
る
€
云
ふ
考
の
下
に
ハ
英 

國
.マ
ン
.
.チ
，
エ
，，

ス
タ
ー
、
：ガー

デ
ア
ン
紙
ヵ
ジ
ヨ
ン
* 
メ 

，
个.ナ
ー

.ド
•
.
キ

ィシ
..
.
.
ス
戾
を
主
筆
^
し
て
'發
行
し
^
も 

の
、
即
ち
表
題
に
揭
げ
た
名
稱
の
雜
誌
で
あ
る
。本
年
四 

镔
十
六
怨(

！
4ハ
1‘一

五
)

渐
刊
紹
介

A

ニ
十
H
初
號
を
發
行
し
、
七
月
末
ま
で
じ
8

に
贺
五 

號
を
發
行
し
て
居
る
。
露
西
弛
の
經
濟
狀
耀
ビ
炉
、
0

 

匪
接
の
«
活
ビ
か
云
ふ
ょ
ぅ
な
將
殊
の
揹
題
に
凿
し 

て
"

全
誌
を
擧
げ
て
居
る
I
ビ
も
あ
る
が
、
靖
ろ
是
れ 

は
編
輯
法V

J

し
て
、
例
外
の
も
の
で
あ
つ
て
、
普
®
の 

場
合
に
於
て
は
"
世
間
並
み
の
雜
誌
ビ
同
じ
く
"
キ
イ 

ン
ス
氏
の
二
三
種
、內
外
國
人
の
責
任
あ
る
寄
書
、
 

溶
ル
國
豇

#1
ビ
ジ
ネ
ス
、
バ
ロ
メ

ー

タ
I
等
を
揭
5&
1
 

;

て
居
る
。現
に
七
月
二
十
七
日
發
行
の
第
五
號
の
如
き
、
 

歐
洲
の
財
政
K

關
桃
問
題
ビ
'を
記
事
の
.ニ
大
項
目
ど 

し
、
前
者
に
就
て
は
、
英
の
キ
イ
ン
ス
、
ア
ス
キ
ス
、
ク 

エ
ツ
ブ
'
怫
の
カ
イ
ヨ
ー
、
併
の
ア
イ
/

1
デ
、
獨
の 

シ
ユ
ロ 

！
ダ
|
、
ロ
ッ
、
等
の
意
見
を
後
者
に
就
て
は
、 

英
の
ス
タ
ン
ブ
、
米
の
ゥ
ヰ
リ
ス
、
獨
の
シ
ユ
ー
マ
ツ

、ノ
丨
等
の
意
見
を
收
錄
し
、
.最
後
に
諸
國
の
經
濟
的
狀 

勢
を
示
すU

足
る
圖
表
ビ
統
計
S

が
最
も
簡
約
さ
れ
：れ 

形
式
で
巧
に
排
列
さ
れ
て
居
る
。

即
ち
本
誌
は
國
際
經
濟
を
評
論
し
、
紹
介
す
る
こ
S 

を
重
な
る
事
業
S
す
る
も
の
で
あ
ク
て
、
W

色
は
够
«
 

者
が
觉
々
た
る
大
家
で
あ
り
、
記
事
が
他
約
さ
れ
て
&

第
十1

號

r
l
E



#
十
六
卷
' 

(
1

六
ニ
六)

.新
刊
紐
介

に
外
な
ち
な
い
。
普
通
の
雜
誌
編
輯
法
に
行
詰
り
の
趣
. 

S

あ
る
今
日
"
此
a

の
雜
誌
を
得
た
こv

は
、
私
の
面 

白

ぐ

感

ず

る

所

で

あ

る

.0
左

る

に

て

も

キ

ィ

ン

ス

氏

が
 

グ
土
ル
ナ
ィ
：ユ
講
和
#

議
.の
前
後
か
ら
，、
、著
述
に
、
論 

文
に
木
斷
の
努
力
を
致
し
つ

'

あ

る

こ
ど
に
對
じ
て
、 

私
は
遂
に
敬
意
を
表
す
る
。
倚
ほ
英
文
の
外
、
同
時
に 

佛
、
伊
、
.觸
、
西
©
諸
.國
.語
を
以
ク
て
、
印
刷
さ
れ
.る
，
 

甶
で
あ
っ
て
、
私
の
配
付
を
受
け
る
英
文
印
刷
0:
分
は 

1

部
の
賣
價
一
.志
で
，あ
る
，(

掘
江
*

一
 

)
:-
,

■:
川
合
貞
S

現

代

哲

學

へ

の

途V

:

:

.
:
定
：偎
_
1|.圆
八
十
錢

本
書
に
於
け
る
著
#
の
哲
學
的
思
索
に
は
自
か
；&
理
. 

譎
的
方
而
に
風
す
る
も
のV

«

踐

的

偷

理

的

方

而

.ご

が 

あ
る
、
而
し
て
前
者
に
於
て
：主
な
る
：も
の
は
哲
學
其
者 

の
運
命
に
關
す
る
考
察
さ
卜
二
時
、
.流
行
の
哲
學
5
稱
；
 

せ
ら
れ
た
直
觀
粗
學
:}
:
對
す

る著
#
の
見
解

ビ歷史
哲

 

學
に
關
す
る
硏
究
で
あ
る
、
次
ぎ
に
後
者
に

於て吾I

第
十
1僦

ニ

 

j

六 

'
を
し
て
興
味
を
感
せ
し
め
た
も
の
は

r

恩
の
思
想
し
に 

關
す
る
考
察
で
あ
る
、
先
づ
理
論
的
方
而
に
.於
て
哲
學 

の
運
命
に
對
す
る
著
漭
の
斷
案
は

「

哲
學
な
る
も
の
は 

.

.吾
々
の
精
神
の
統|

ど
獨
立
の
要
求
に
深
<
根
ざ
し
て 

，
ゐ
る
の
で
あ
る
か
ら
し
て
、
い
づ
れ
の
時
に
か
擡
頭
し 

.

來
ら
ざ
る
を
得
な
い
、
で
其
の
運
命
に
は
幾
多
の
轉
變 

.ぃ
は
あ
ら
ぅ
、
け
れ
ざ
も
、
哲
學
の
時
代
の
全
く
去
つ
て
了 

I

ど
云
ふ
こVJ

は
考
ふ
ベ
か
ら
ざ
る乙

^

で
あ
る」(

同 

:誉一

〇
頁)

の
激
に
存
し
、
次
ぎ
に
著
者
の
べ
火
グ
ン 

ン
ー
派
の
直
觀
哲
學
に
對
す
る
考
察
は
寧
ろ
積
極
的
方
，
 

I

面
よ
ぅ
名
之
れ
が
消
極
的
：價
値
を
認
め
ん
ビ
す
る
も
の 

:

|

で
あ
る
、
即
ち
著
者
の
言
を
借
り
て
云
へ
ば

「

生
の
S 

\

學
、
直
觀
の
哲
學
、
體
驗
の
哲
學
も
離
竟
す
る
に
反
動 

\
哲
學
■で
あ
つ
て
積
極
的
價
値
を
^
す
る
も
の
で
な
い
の 

.

.は
一K
ふ
迄
も
な
い
こ
ビ
で
あ
る
、
然
し
そ
ぅ
云
ふ
粗
學 

で
あ
つ
て
名
、
槪
念
哲
學
が
動
も
す
る
ご
空
疎
な
槪
念 

■

の
系
統
に
墮
す
る
^
對
し
て
誓
吿
ビ
な
るW

云
ふ
戦
，
，

i  

於
て
磾
か
に
消
極
的
價
値
を
有
し
て
ゐ
る
の
でi

る

」

(

同

寶

四

頁
M

K
著
者
:0
*;
史
哲
學
^
對
す
る
硏
究 

は本著にぁ
0て：は：<-糜：处.留̂
^

调顧」

.と「

睦

.
史

>

對
す
る
近
代
0

認
識
論
的
考
察」

のr
l

論
.文
で
、
賓
に 

我
邦
の
學
界
に
於
て
發
表
せ
ら
れ
た
歴
史
哲
學
に
關
す 

.る
論
文
中
、
眞
摯
奴
る
研
究
的
杓
容
を
有
す
る
#

に
於
.

：

て
第
；I

位
を
占
む
る
も
の
で
あ
る
、
.
殊

に

著

者

の':
/

ョ
ン 

1
ぺ

ソV

ク
エ
ル
、
グ
ィ
ン
デ
ル

> 
ゾ
ト
、
リ
ツ
力

I

ト
に
對
す
る
批
剑
的
態
度
は
軍
な
る
迎
合
の
そ
れ
で
な
一 

く
て
、
.之
れ
が
粵
說
上
の
：缺
陷
を
充
分
明
に
せ
ら
れ
て
. 

©

る
の
，で
あ
る
、
尙
ほ
實
踐
的
偷
遡
的
方
面
に
關
す
る
. 

論
文「

恩
.の

息

想」

中

に

於

て

：近

世

社

會

問

題

>£
關

係

せ 

:

る
點
は
著
者
の
階
鈒
|8
1

爭
其
潘
に
對
す
る
考
察
ヒ
、
所；： 

謂
、
恩
の
思
想
を
溫
情
主
義
^
の
相
違
で
あ
る
、
而
し 

:

て
前
者
に
對
す
る
著
孝
の
風
解
は
：'「

條
級
酈
爭
.の
思
想：

一
 

に
依
て
：協
戮
の
目
的
地
に
-到

達

し

ょ

：ぅ

ヒ

す

る

.の

は
ノ
 

| 

是

れ

如

ち

木

に

緣

：つ

て

命

を

求

.ひ
る
の
類
で
あ
る
ま
い

\ 

か
、
自
分
は
協
戮
の
目
的
地
に
到
達
し
ょ
}
.

w

一
ぶ
ふ
に| 

は
、
，

V

ぅ
し
て
も
恩
の
思
撒
：P
傲
ら
な
け
ら
ば
な
ら
な 

'
い
尤
施
く
信
ず
る
も
の
で
あ
る
し
ス
同
書
三
四〗

頁)

に 

存
し
、
後
者
に
對
し
て
は
：
n
自
分
ば
決
し
てr

派
の
人 

々
に
依
て
唱
へ
ら
れ
て
居
を
、
所
謂
、：&
情
主
義
な
る
.：
 

も
の
を
I奉
す
る
も
の
で
は)

な
い
、
恩
の
思
想
は
ぞ
れ
ビ 

第
十
六
猞
2

方
こ
i
 

,
rf
刊
㈱
^

は似て非なるものである、何故か

^

ふど、M 

の
思
想
で
は
温
情
主
義
の
說
く
や
，ラ
に
資
本
家
は
勞
働 

者
に
對
し
て
恩
を
被
せ
-1
ど
茇
ふ
の
で
は
な
い
、
社

#
 

に
對
し
相
互
に
對
し
，て
共
に
恩
を
威
せ
よ
ど
云
ふ
の
で 

あ
る
か
ら
で
あ
る」

(

同
書
三
四
一——
三
四
ニ
頁)

而 

し
て
著
者
は
將
來
吾
人
の
進
む
可
き
目
標
は
社
會
的
_
 

爭
^

あ
ら
中
し
て
之
れ
が
協
戮
に
存
す
ど
な
し
、
®
.
に 

協
戮
力
實
瑰
は
恩
の

m
心
想
を
措
い
て
他
に
求
む
可
き
途 

な
し
ビ
な
す
も
の
で
あ
る
。

之
れ
を
要
す
る
に
著
者
は
本
書
の
卷
SI
に
於
て「

茲 

k

採
錄
せ
ら
れ
た
論
文
や
講
演
は
素
よ
6

大

し

“
客

觀 

的
®
値

の

あ

る

も

の

で

な

：い

f
云
ふ
こ
と
は
何
人
よ
り 

も
自
分
が
一
番
よ
く
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